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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・木村　美智子様～過鎮静の傾向あり、急激な中断は離脱症候群のおそれが高い為、本日よりホリゾン2×→1×（10時）へ減量。
定期膀胱留置カテーテル交換実施。次回：R3.3.19予定。

・山村　佑莉様～不眠訴えあり、IF不眠時追加。ブロチゾラム（0.25）3回分処方。

・田中　敬様～IF便秘時追加。センノシド（12）2T　5回分処方。
　　　　　　　健康茶持参あり、本人へ渡している。

・的場　舞様～本日より作業療法参加。問題なく参加出来ており次回に意欲あり。

・山内　ユリ様の私物～入院時の私物を本日返却予定だったが来院せず。後日来院時南
病棟から連絡をもらえる事になっています。



＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・沼山　真紀子様～東B1　→　西B30
・高橋　千代子様～東C6　→　南A115
【入院】
・川口　康晴様～東D18

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他者への迷惑行為、奇異行為あり、早めに終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。私物の管理についてはやや執拗な要求あり、説明をしている。自傷行為や粗暴行為なく穏やかに過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞

・前田　忠弘様～テーブルを叩く、奇声を上げる奇異行為は持続している。周囲の患者への影響もあり、介入している。

・木村　美智子様～37.0台の微熱あり。13：00～酸素2Lカヌラへ減量して酸素飽和度96～98％で経過、他バイタルサイン・意識レベル特変なく経過。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・処方変更なし。

＜新入院患者様情報＞
①日時：R3.3.5　12：47
　　氏名：川口　康晴(かわぐち　やすはる)様
生年月日：昭和42年9月12日53歳
　　病名：アルコール依存症　　
　　性別：男性
　主治医：田名部Ｄr.
入院形態：任意入院
　　病棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　おいらせ町出身。地元の小・中学校、光星学院卒業。卒業後は、八戸市の陸上自衛隊
へ入隊。以後、地元へ帰省し、配送業（飼料）に従事。長くトラック運転手をしていた
が、社長が辞める事になり、H27年頃より社長に就任。以後、事務職へ仕事内容が変わ
り、慣れない業務にストレスを感じていた。H31.3月、脳梗塞疑いでむらかみ脳神経ク
リニック受診するが異常なく、うつ病疑い・アルコール依存症疑いで当院を紹介され、
H31.3.1当院初診。当院通院はH31.3.6最終受診。その後は血中カリウムの異常値によ
り三沢市立病院で1ヶ月入院加療。退院後、冠婚葬祭の場で再飲酒し、以降断酒は出来
ていない。日中から飲酒する事は無いが、ほぼ臥床経過。夜になるとストロング缶
350mlを4本、毎日飲酒。そのため、夜間排泄の失敗があるが同居する母が対応しきれ
ていない状況。今回、姉妹と再受診。現在の飲酒の問題を把握はしており、入院加療を
提示に意欲的。今回アルコール依存症治療プログラム導入目的の為、東病棟Dユニット
へ任意入院となる。

・業者洗濯
・売店：購入可（上限無し）
・緊急時：搬送希望
・インフルエンザ：未接種
・携帯電話：通話のみ使用可（個人用・仕事用あり）
